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年度に向けて自身のテーマを考える機会となっています。最終３学期にレ
ポート作成にとりくみ完成させることで一年間の課題研究を終える計画で
す。
　この全国高等学校ビジネスアイディア甲子園に応募して、池田先生が参加
生徒全体に感じた印象として、過去の表彰されたアイディアから学んだり、
外部の団体に提出することで緊張感をもって学習に取り組むことができた、
日常の生活の中でなんとなく通り過ぎていく物事や時間について、注意深く
見たり考えたりするようになり、気づきが増えてきたように感じていると述
べられています。最終審査に残った生徒についても、生徒による取り組みを
見守ることを基本として、プレゼン資料の作成・プレゼン動画の撮影につい
ての打合せをおこなうほか、活動をときどき見に行き気になったところを質
問することや、居残りに付き合うなどが主であったとのことでした。
　最後に池田先生から、本コンテストは応募しやすい条件設定となっている
点がよかったとのコメントのほか、最終審査対象作品について審査員のコメ
ントがあるとありがたいとのご意見を頂戴しております。

（注）表記ゆれ（アイディア、アイデア）は意図的なものです。
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ビジネスアイディア甲子園
への取り組みについて

東京都立芝商業高等学校
池 田 宏 史

2021年8月7日 起業教育研究会 報告資料

1 応募の動機
①同僚から声をかけられた。
②応募の時期が指導上、ちょうどよかった。

→ 夏休み明けは、だらけがち…
③学習指導要領解説商業編の科目「課題研
究」にも、「各種コンクールへの参加を促
したり…」とあり、よい機会と考えた。
④応募要項 3

2-1 課題研究に向けて

１年 ビジネス基礎 副教材「東京のビジネス」

２年 ビジネスアイデア

３年 課題研究

5

都立商業高校ビジネス科の場合

今回の報告の内容

１．応募の動機
２．科目「課題研究」でのビジネス

アイディア甲子園への取り組み
３．科目「ビジネスアイデア」の

内容について
４．応募しての感想等

2

1 応募の動機

募集するアイディア
自由な発想で考えられた独自のビジネスアイディアを募集します
例えば...
1.世の中を楽しくさせる新しいサービスや商品、ショップについてのアイ

ディアと、そうしたサービスや商品をたくさん売るため、ショップを多く
のお客様に利用してもらうための工夫。

2.地域の特徴を生かした特産品（みやげ品）や商店街、地場産業の活性化を
考えたアイディアとその工夫。

3.ボランティア、非営利活動、コミュニティビジネスなど、社会に目を向け
たアイディアやそれを具体化するための工夫。

4.環境、福祉、健康を切り口に、社会に貢献する新しいビジネスについての
アイディア。など

④応募要項 … 応募しやすい設定になっていると思います。

4

⑶「最終審査ノミネート校による取組み事例紹介」

東京都立芝商業高等学校
主任教諭　池田　宏史
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2-2 本校の「課題研究」
• 生徒は各自、興味・関心や学びの必要性でテーマを設定

商業科の学習内容と関係ないテーマを設定して
いる場合は、教員が軌道修正を促す必要あり

• 教員は生徒の取り組みの進行を管理したり、毎授業時間
をコントロールする係

• よって、教員は教科書の内容、理論等の講義はしない
• レポートと発表の指導とスケジュール管理が教員の仕事
• ２年次に学習したフレームワークを使い、ビジネスプラ
ンを作成している生徒がほとんど 7

3-1 科目「ビジネスアイデア」の
おおまかな流れ

• １学期 アイデア発想法・フレームワークを学ぶ
• ２学期 企業の方に課題を設定してもらい、市場

分析を行う
9月 生徒に課題を発表

11月 中間発表（アドバイス）
• ３学期 アイデア提案

1月 大学生に発表（アドバイス）
2月 クラス内発表 → 全体発表（アドバイス）9

3-3 使用したビジネスツール（一昨年度）
①マインドマップ
②ブレインストーミング
③ＫＪ法
④ミラクルワードカード
⑤４Ｐ・４Ｃ
⑥ＳＴＰ
⑦ペルソナ

⑧価格戦略・損益分岐点
⑨３Ｃ分析
⑩ＳＷＯＴ分析
⑪ＦＡＢＥ分析
⑫カスタマージャーニーマップ
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4-2 最終審査に残って
• 最終選考の連絡とともにアドバイスをいただき、それをも
とに、発表内容の修正を指示

• プレゼン資料と映像の撮影について、打ち合わせ
• 協力してくれる先生探し

• 最終審査の予行演習として、ゼミ内の発表
• 放課後の居残りに付き合う
• ときどき様子を見に行って、気になったところを質問する

13

（生徒と打ち合わせをした後、自分には手に負えないと思ったので、
助けてもらいました）

2-3 本校の「課題研究」の大まかな流れ
• ＧＷ前後を目標にテーマを設定

（生徒が一番苦労するところが、授業がスタートしてすぐにやってくる）
• １学期期末考査前にゼミ内中間発表

（ここにビジネスアイディア甲子園を入れて引き締める）
• 10月末の文化祭で発表
• ２学期期末考査前にゼミ内最終発表

→ 試験明けに発表会、ゼミの代表者が発表
３年全員…よい内容のものをシェア
２年全員…次年度に向けて

• ３学期はレポート作成 8

3-2 科目「ビジネスアイデア」授業の流れ

①５分間のアイディアトレーニング
②ツールの紹介 → 解説

→ 事例紹介
→ ケーススタディ（個人・グループ）

10

※担当者は、授業の準備だけでなく、単元ごとの提出物の
点検、評価等、かなり苦労していることがわかりました。

4-1 ビジネスアイディア甲子園に応募して

•過去の表彰されたアイディアから学んだり、外部
の団体に提出することで緊張感をもって学習に取
り組むことができた。

•日常の生活の中でなんとなく通り過ぎていく物事
や時間について、注意深く見たり考えたりしよう
とするようになり、気づきが増えてきたように感
じている。

（私の中の）参加生徒全体の印象

12

4-3 感想、その他
•感想 … 応募しやすい
•最終審査に残っているものについては、審
査員の先生方のコメントがＷｅｂ上にあ
がっているとありがたいです。

（生徒にどうコメントしたらよいか、いつも悩みます。専門性の高い
大学の先生方のご指摘から学んでいきたいと思っています。）

ぜひともご検討お願いいたします。
14
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５．大阪商業大学における起業教育　取組紹介

　全国高等学校ビジネスアイディア甲子園は、「世に役立つ人物の養成」を
建学の理念とする本学が全国の高校生を対象に新しい商品やサービスに関す
るアイディアを募集するコンテストです。「起業教育」の原点となる高校生
らしい素朴な問題意識を出発点にした、独創性あふれるビジネス企画を募集
するもので、社会の変化に柔軟に対応し自立した人材の養成を目的としてい
ます。今回で20回目を迎え、全国の高校教育の現場で生徒たちの自立心やチャ
レンジ精神を育てていく手段の一つとして有効活用されています。
　第19回（2020年度）、第20回（2021年度）は、新型コロナウイルスの影響
により、オンライン開催となりましたが、第19回は173校から8,191件、第20
回は156校から6,851件の応募がありました。両大会とも書類審査をもとに、
７件が最終審査に進出しました。それぞれ５分間の動画によるプレゼンテー
ションを実施し、新規性や実現性、表現力などを審査員10人が総合的に評価
しました。
　第19回では、新型コロナウイルスの影響により、学内での活動に制限がか
かったため、本学学生の参加はありませんでしたが、第20回では、本学学生
３名が運営に携わりました。審査中の時間を利用して、最終ノミネート者７
名の交流を目的とした、「交流会」が当該学生の進行により行われました。

①全国高等学校ビジネスアイディア甲子園


